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躍
さ
れ
、
ご
自
身
の
生
き
甲
斐
づ
く
り

と
人
生
の
充
実
を
図
ら
れ
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
か
ね
て

か
ら
会
員
皆
様
か
ら
ご
要
望
の
あ
り
ま

し
た
、
「
事
務
所
移
転
」
に
つ
き
ま
し

て
、
平
成
二
十
七
年
度
の
早
い
時
期
に

移
転
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
事
務
局
の

方
と
慎
重
に
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
よ

り
よ
い
新
事
務
所
と
な
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
就
労
意
欲
に
溢
れ
る
高

齢
者
が
、
自
ら
の
経
験
と
能
力
を
発
揮

し
、
地
域
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
高
齢
者

が
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
各
種
施
策
・
事
業
の
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
公
益
社
団
法
人
大
分
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご

発
展
と
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご

活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
「
労
働
力
」

の
確
保
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
特
に
、

長
年
培
っ
た
技
術
と
経
験
を
も
つ
高
齢

者
の
労
働
参
加
は
大
変
重
要
で
す
。
今

後
は
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
、
活
き

活
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
環

境
整
備
や
工
夫
を
さ
ら
に
す
す
め
る
こ

と
が
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
大
き
な
課

題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
働
く
意
欲

と
能
力
を
持
っ
た
高
齢
者
の
「
働
き
方

の
選
択
肢
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
求
人

ニ
ー
ズ
を
上
手
く
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、

地
域
に
根
ざ
し
た
幅
広
い
事
業
展
開
を

し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
就
業
機
会

確
保
に
努
め
て
お
ら
れ
る
、
大
分
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
今

後
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
、

期
待
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自

立
・
共
働
・
共
助
」
の
精
神
に
基
づ
き
、

就
労
の
機
会
を
通
じ
て
自
分
ら
し
く
、

い
つ
ま
で
も
元
気
に
地
域
社
会
で
ご
活

生
率
は
、
一
九
九
五
年
に
は
一
・
五
〇

を
下
回
り
、
二
〇
一
二
年
で
は
一
・
四

一
に
減
少
す
る
状
況
で
あ
り
、
「
少
子

化
」
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
総
人
口
は
二
〇
〇
八
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
二
〇
一
〇
年

の
一
億
二
七
〇
〇
万
人
か
ら
、
二
〇
六

〇
年
に
は
八
六
〇
〇
万
人
と
な
り
、
と

り
わ
け
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
い
わ

ゆ
る
労
働
人
口
は
、
二
〇
一
〇
年
の
八

一
〇
〇
万
人
か
ら
四
四
〇
〇
万
人
へ
と

世
界
で
も
類
例
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
大

幅
に
減
少
す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
「
高
齢
化
」
に
つ
い
て
は
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
比
率
が
、

二
〇
一
〇
年
の
二
十
三
・
〇
％
か
ら
二
〇

六
〇
年
に
は
三
十
九
・
九
％
と
大
幅
に
高

ま
っ
て
い
く
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
、
と
り
わ
け
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
は
、
経
済
の
縮
小
を
招
く

ひ
と
つ
の
要
因
で
あ
り
、
我
が
国
の
経

済
活
力
を
維
持
し
、
持
続
的
な
発
展
を

　

公
益
社
団
法
人
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
平
成
二
十
六
年
度
事
業

の
開
始
に
あ
た
り
、
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

素
よ
り
、
豊
富
な
知
識
や
技
能
・
経
験

を
活
か
し
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

取
り
組
ま
れ
、
地
域
社
会
の
活
性
化
は

も
と
よ
り
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
、
ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
案
内
の
よ
う
に
、
我
が
国

は
少
子
化
が
進
む
と
同
時
に
高
齢
化
が

進
む
「
少
子
高
齢
化
」
社
会
の
到
来
が

叫
ば
れ
て
久
し
く
、
一
九
七
五
年
に

二
・
〇
〇
を
割
り
込
ん
だ
合
計
特
殊
出 大分市長  釘宮　磐

新
年
度
の
事
業
開
始
に
よ
せ
て

新
年
度
の
事
業
開
始
に
よ
せ
て
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出
典

大
分
合
同
新
聞
社
刊

上
田
保
物
語〝
ロ
マ
ン
を
追
っ
て
〞

（

（

ホラ貝で餌付けをする市長

い
上
げ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
有
名
。

二
〇
一
一
年
、

人
間
で
云
え
ば

九
十
歳
半
ば
と

云
う
高
齢
で
Ｃ

群
九
代
目
α
オ

ス
に
就
任
。

　

昨
年
九
月
の

一
回
目
の
失
踪

さ
わ
ぎ
に
続
い

て
、
三
ヶ
月
後

の
二
回
目
の
失

踪
は
、
再
び
姿

を
表
わ
し
新
た

な
伝
説
を
つ

く
っ
て
く
れ
る

の
で
は
―
と
云

う
か
す
か
な
期

待
も
叶
わ
ぬ
も

の
に
な
っ
た
。

　

園
で
は
二
つ
の
群
で
ボ
ス
の
座
に
つ

い
た
唯
一
の
サ
ル
と
し
て
高
崎
山
の
歴

史
に
名
を
残
し
た
ベ
ン
ツ
を
悼
み
「
高

崎
山
名
誉
ボ
ス
」
の
称
号
が
与
え
ら
れ

た
。
ま
た
「
不
世
出
」
の
称
賛
を
受
け
、

語
り
継
が
れ
る
伝
説
の
主
ベ
ン
ツ
の

「
お
別
れ
の
会
」
に
は
全
国
か
ら
多
く

の
人
が
そ
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

　

ボ
ス
就
任
の
最
年
少
記
録
、
女
性
問

題
で
失
脚
、
二
つ
の
群
の
ボ
ス
就
任
、

二
度
の
失
踪
、
何
度
も
復
活
す
る
不
屈

の
精
神
な
ど
全
国
に
話
題
を
ふ
り
ま
い

た
伝
説
の
主
、
高
崎
山
自
然
動
物
園
の

オ
ス
ザ
ル
、
Ｃ
郡
α
オ
ス
ベ
ン
ツ
（
三

十
五
歳
）
が
そ
の
波
瀾
万
丈
の
人
生

（
猿
生
？
）
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

去
年
の
十
二
月
十
六
日
、
二
度
目
の

失
踪
後
、
職
員
の
四
度
に
わ
た
る
大
捜

査
に
も
ベ
ン
ツ
は
そ
の
尻
尾
を
立
て
て

優
位
を
示
し
て
歩
く
姿
を
見
せ
る
事
は

遂
に
な
か
っ
た
。

　

彼
は
一
九
七
八
年
誕
生
。
五
年
後
ベ

ン
ツ
と
命
名
さ
れ
、
一
九
八
七
年
九
歳

で
Ｂ
群
九
代
目
ボ
ス
に
。
十
一
歳
の
時
、

Ｃ
群
メ
ス
頭
と
の
恋
で
失
脚
。
群
を
追

わ
れ
Ｃ
群
の
最
下
位
で
屈
辱
の
日
々
を

過
ご
す
。
し
か
し
十
数
キ
ロ
と
云
う
ず

ば
抜
け
た
体
格
と
勇
猛
果
敢
な
行
動
で

徐
々
に
順
位
を
上
げ
て
行
く
。
餌
場
で

の
Ａ
群
と
の
小
ぜ
り
合
い
に
、
Ｃ
群
の

先
頭
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
た
の

は
ナ
ン
バ
ー
2
の
ベ
ン
ツ
だ
っ
た
。

　

彼
一
頭
で
Ａ
群
八
〇
〇
頭
を
山
へ
追

　

高
崎
山
が
阿
蘇
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ「
高
崎

山
自
然
動
物
園
」と
し
て
開
園
し
た
の
が
昭
和
二

十
八
年
九
月
で
、十
一
月
に
は
野
生
の
サ
ル
達
が

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
観
光
名
所
と
し
て
全
国

の
注
目
を
集
め
た
。

　

標
高
六
二
八
・
四
m
、海
に
面
し
た
山
の
斜
面

に
は
、ク
ス
ノ
キ
等
常
緑
樹
と
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど

の
落
葉
樹
が
密
生
し
、こ
こ
に
野
生
の
サ
ル
が
生

息
。山
の
周
辺
の
農
作
物
を
荒
す
野
生
の
サ
ル
を

餌
づ
け
し
て
、観
光
資
源
に
利
用
出
来
な
い
も
の

か
と
考
え
た
の
が
当
時
の
大
分
市
長
上
田
保
氏
。

　

苦
労
の
末
、姿
を
表
し
た
二
〇
〇
匹
の
群
の
先

頭
に
立
っ
た
の
が
初
代
ボ
ス
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
で

あ
っ
た
。

　

当
時「
ホ
ラ
貝
」を
吹
き
サ
ル
を
集
め
る
市
長
の

写
真
は
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
、こ
の
市
長
を
モ

デ
ル
に
し
た
、火
野
葦
平
さ
ん
の「
た
だ
い
ま
零

匹
」は
映
画
化
さ
れ
、一
躍
、観
光
名
所
と
し
て
の

高
崎
山
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　

人
間
と
野
生
の
サ
ル

と
の
共
存
、更
に
市
の

財
政
を
潤
す
―
と
云
う

型
が
全
国
自
治
体
が
観

光
行
政
に
力
を
入
れ
る

先
駆
け
と
も
な
っ
た
。

　

今
年
の
三
月
十
五
日

で
開
園
六
十
一
周
年
を

迎
え
た
。

　

そ
の
温
厚
な
性
格
と
厚
い
友
情
で
常

に
ベ
ン
ツ
を
支
え
て
来
た
、
ナ
ン
バ
ー

2
の
ゾ
ロ
メ
が
Ｃ
群
十
代
目
α
オ
ス
に

就
任
、
か
つ
て
ベ
ン
ツ
の
特
等
席
だ
っ

た
〝
切
り
株
〞
を
引
き
継
い
だ
。
人
間

で
云
う
な
ら
八
十
歳
後
半
の
二
十
七
歳
。

母
チ
ヨ
ミ
は
婦
人
会
幹
部
、
兄
ゾ
ロ
は

八
代
目
α
オ
ス
で
、
ボ
ス
在
任
最
長
記

録
の
持
主
。
新
ボ
ス
は
メ
ス
ザ
ル
や
子

ザ
ル
に
慕
わ
れ
る
優
し
い
性
格
で
、
右

目
の
上
の
イ
ボ
、
少
々
猫
背
が
特
徴
。

※
写
真
や
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
高

崎
山
自
然
動
物
園
の
職
員
の
皆
様
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

高
崎
山
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
駐
車
場
、
サ
ル
追
い
等
数

名
の
方
が
就
業
し
て
い
ま
す
。

ベ
ン
ツ
の
遺
志
を
継
い
で

C
群
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー「
ゾ
ロ
メ
」

冬の風物詩　サルだんご冬の風物詩　サルだんご

ボス席の切株で「ゾロメ」ボス席の切株で「ゾロメ」

Ａ群のサルを威嚇するベンツ（右上）Ａ群のサルを威嚇するベンツ（右上）

平成23年 春の「ベンツ」平成23年 春の「ベンツ」

さ
よ
う
な
ら 

ベ
ン
ツ
・
・
・

さ
よ
う
な
ら 

ベ
ン
ツ
・
・
・

高
崎
山
の
歴
史
は
あ
な
た
な
し
で
は
語
れ
な
い
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の
で
と
・
・
・
応
募
し
た
後
の
夕
刊
を

広
げ
る
楽
し
み
は
、
な
ん
と
も
言
い
表

し
難
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
昨
年
の
夏
か

ら
昨
年
の
春
ま
で
、
連
続
し
て
四
回
も

の
入
選
の
快
挙
と
な
っ
た
。

　

特
に
、
一
昨
年
の
秋
に
応
募
し
た
作

品
「
さ
ん
ま
と
カ
ボ
ス
」
は
高
い
評
価

を
戴
い
た
上
、
年
間
賞
と
し
て
も
採
用

さ
れ
、
思
わ
ず
「
バ
ン
ザ
イ
！
」
と
声

を
あ
げ
た
。

　

当
作
品
は
、
今
は
手
元
に
無
く
、
投

稿
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
大
き

な
自
信
と
な
り
、
一
層
の
向
学
心
へ
の

励
み
と
な
っ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
も
「
絵
手
紙
」
で
楽
し
い
仲
間

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

の
構
図
を
描
く
励
み
に
な
っ
て
い
た
。

　

折
し
も
、
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
絵
画
教
室
に
入
会
し
、
冒
頭

私
の
似
顔
絵
を
描
い
て
戴
い
た
阿
部
な

る
み
先
生
に
師
事
し
、
本
格
的
に
勉
強

を
始
め
る
。

　

数
か
月
後
に
は
教
室
生
の
描
く
「
絵

手
紙
」
を
は
じ
め
風
景
画
・
静
物
画
な

ど
、
各
、
自
信
作
を
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

で
初
の
作
品
展
。
続
く
第
二
回
目
作
品

展
と
も
、
大
好
評
で
あ
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
そ
の
「
絵
画
教
室
」

は
、
今
は
無
い
。
が
、
多
く
の
教
室
生

は
、
今
な
お
、
個
々
人
で
楽
し
ん
で
励

ん
で
い
る
。

　

大
分
合
同
新
聞
社
で
は
、
春
か
ら
冬

の
四
季
と
、
新
年
の
年
賀
状
の
五
回
に

亘
り
、
「
絵
手
紙
」
の
紙
上
作
品
展

を
募
集
し
て
い
る
。

　

私
も
、
勉
強
の
た
め
に
と
幾
度
か

応
募
し
て
き
た
が
、
掲
載
の
採
用
作

品
の
難
し
さ
を
知
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
今
度
こ
そ
は
・
・
・

　

今
回
は
自
信
あ
る
作
品
を
出
し
た

物
と
、
題
材
は
無
限
に
あ
る
。

　

暇
を
見
て
は
絵
筆
を
と
り
、
幾
度
か

妻
に
送
っ
た
の
が
「
絵
手
紙
」
を
描
く

き
っ
か
け
で
あ
る
。
正
に
絵
は
口
ほ
ど

に
も
の
を
言
う
で
あ
っ
た
。

　

定
年
後
は
赴
任
先
の
福
岡
で
お
世
話

に
な
っ
た
知
人
・
友
人
に
「
絵
手
紙
」

を
描
い
て
は
送
っ
て
き
た
。

　

そ
の
数
は
優
に
三
十
通
を
超
え
て
い

る
。
都
度
、
「
絵
手
紙
」
へ
の
感
想
や

郵
便
の
届
く
の
を
、
心
待
ち
に
し
て
い

る
と
の
電
話
の
声
に
、
嬉
し
く
も
次
へ

　

私
の
趣
味
は
「
書
道
」
と
「
絵
手

紙
」
で
あ
る
。

　

当
時
を
振
り
返
る
と
、
永
い
現
役
最

後
の
ご
奉
公
が
初
め
て
の
単
身
赴
任
で

あ
っ
た
。
妻
の
有
難
さ
を
身
に
し
み
て

痛
感
す
る
も
、
会
話
は
、
電
話
で
の
一

方
通
行
の
近
況
報
告
に
終
え
て
い
た
。

　

留
守
を
守
り
、
体
を
心

配
す
る
妻
へ
の
感
謝
と
、

互
い
が
元
気
で
あ
る
ホ
ッ

ト
す
る
よ
う
な
安
堵
感

と
、
心
癒
す
も
の
は
な
い

も
の
か
・
・
・
道
に
咲
く

草
花
や
四
季
折
々
の
風

景
・
テ
ー
ブ
ル
に
あ
る
果

趣
味
の
悦
楽

新
聞
へ
の「
絵
手
紙
」投
稿
が
楽
し
み

新
聞
へ
の「
絵
手
紙
」投
稿
が
楽
し
み

藤
崎 

芳
久（
桃
園
Ｂ
班
）

藤
崎 

芳
久（
桃
園
Ｂ
班
）

絵画教室講師「阿部なるみ」先生
作品の私の似顔絵です
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バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
看
板
を
背
負
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
仕
事
を
し
よ
う
」
去
年
の
福

祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
部
会
総
会
で

の
会
長
挨
拶
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
ご
両
人
か
ら

　

「
困
っ
た
事
が
起
こ
っ
た
ら
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
に
ま
ず
私
達
に
相
談
し
て

ほ
し
い
。
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

〝
心
〞
の
問
題
は
お
互
い
の
自
覚
に
頼

る
し
か
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
話
し
合
う

こ
と
、
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
そ
ん
な
事
の
為
に
〝
地
区

集
会
〞
も
あ
り
ま
す
。
悩
ん
で
る
人
程

出
席
し
て
欲
し
い
。
〝
地
区
集
会
〞
は

情
報
が
一
杯
で
す
。

　

部
会
と
会
員
の
成
長
の
為
に
も
腰
を

上
げ
て
ほ
し
い
」

　

締
め
は
や
っ
ぱ
り
〝
仕
事
〞
の
話
に

な
り
ま
し
た
。
お
二
人
さ
ん「
居
場
所
」

と
「
出

番
」
づ

く
り
よ

ろ
し
く

お
願
い

し
ま
す
。

　
静
と
動

　

い
き
な
り
「
趣
味
は
」
と
お
聞
き
し

て
み
た
。
就
任
三
年
目
の
廣
田
さ
ん
は

温
和
な
人
柄
同
様
に
優
し
い
声
で
「
陶

芸
二
年
・
ビ
ー
ズ
手
芸
か
な
！
」

　

片
や
佐
藤
さ
ん
「
エ
グ
ザ
イ
ル
が
好

き
、
特
に
ア
キ
ラ
が
。
そ
れ
か
ら
ゴ
ル

フ
の
打
ち
っ
ぱ
な
し
、
で
も
コ
ー
ス
は

未
体
験
。
も
う
一
つ
、
長
唄
三
味
線

（
カ
ブ
キ
等
で
幕
内
で
弾
き
語
り
を
す

る
）
の
吉
村
流
の
名
取
り
」
と
多
彩
で

あ
る
。

　

ま
さ
に
〝
静
〞
と
〝
動
〞
い
い
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
つ
い
で
に
〝
休

日
〞
は
お
二
人
と
も
各
々
二
人
の
子
ど

も
中
心
で
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

ち
ゃ
ん
と
母
親
を
や
っ
て
る
お
二
人
に

親
近
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　
一
番
困
っ
て
い
る
こ
と

　

受
け
た
仕
事
を
ド
タ
キ
ャ
ン
し
な
い

で
！　

こ
れ
は
お
二
人
、
同
時
の
返
答

で
し
た
。

　

「
受
け
た
仕
事
に
は
責
任
を
持
っ
て
。

ど
う
し
て
も
が
ま
ん
出
来
な
い
時
は
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
ド
タ
キ
ャ

ン
さ
れ
る
と
双
方
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き

い
事
を
考
え
て
く
だ
さ
い
と
も
。

　

「
仕
事
に
誇
り
を
持
と
う
。
シ
ル

　

去
年
の
暮
、
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
部
会
の
担
当
職
員
お
二
人
の
名
前

で
会
員
へ
一
枚
の
文
書
が
届
い
た
。
読

み
進
む
う
ち
、
高
齢
化
社
会
へ
向
け

て
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
作
業
の
需
要

は
増
え
て
行
く
ば
か
り
、
そ
の
中
で
、

仕
事
上
の
色
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
多
発
な

ど
、
こ
の
仕
事
の
抱
え
て
い
る
問
題
点

が
見
え
か
く
れ
。

　

当
然
、
日
々
難
問
と
格
闘
し
て
い
る

担
当
職
員
さ
ん
の
苦
労
は
い
か
が
か
と

―
―
。

　

今
回
は
、
少
し
ば
か
り
視
点
を
変
え

て
福
祉
・
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス

部
会
の
窓
口
で

あ
る
お
二
人
の

担
当
職
員
さ
ん

に
登
場
し
て
頂

き
、
仕
事
の
こ

と
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
こ
と

ま
で
マ
ル
マ
ル

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

し
ち
ゃ
い
ま
し

た
。
事
務
局
で

は
の
ぞ
け
な
い

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

も
。

メンテナンス講習会（平成26年1月）メンテナンス講習会（平成26年1月）

会員のみなさまの
「居場所」と「出番」

づくりに
がんばってます。

業務班
福祉・家事援助
サービス担当

主任　廣田 奈緒美さん

業務班
福祉・家事援助
サービス担当

主任　佐藤 友紀さん
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か
な
?
木
の
家
な
の
で
ぬ
く
も
り
が
あ

る
し
、床
は
フ
ラ
ッ
ト
な
の
で
お
年
寄
り

も
住
み
や
す
い
だ
ろ
う
な
?
と
想
像
す

る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

目
標
は

　
「
働
く
こ
と
イ
コ
ー
ル

健
康
!
そ
の
た
め
に
も

仕
事
は
で
き
る
だ
け
長

く
続
け
た
い
で
す
」

　

田
口
さ
ん
に
と
っ
て
働
く
こ
と
は
、ま

さ
に
人
生
そ
の
も
の
で
す
。

　

仕
事
の
合
間
に
四
国
八
十
八
ケ
所
お

遍
路
へ
も
行
か
れ
、今
ま
で
十
二
廻
り
し

た
と
の
こ
と
。車
の
後
ろ
に
は
お
大
師
様

の
ス
テ
ッ
カ
ー「
同
行
二
人
」が
目
を
引

き
ま
す
。

　

実
際
に
暮
ら
す
た
め
に
建
て
ら
れ
た

住
宅「
宿
泊
体
験
館
」。こ
こ
で
宿
泊
を

体
験
さ
れ
た
お
客
様
が
帰
っ
た
あ
と
の
、

ベ
ッ
ト
メ
ー
キ
ン
グ
と
室
内
の
お
掃
除
を

し
て
い
る
田
口
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
仕
事
を
は
じ
め
て
三
年
に
な
り

ま
す
。主
に
土
・
日
・
月
の
午
前
中
、二
時

間
の
仕
事
で
す
。次
に
お
泊
り
に
な
る
お

客
さ
ま
が
気
持
よ
く
使
え
る
よ
う
に
、例

え
ば
、シ
ー
ツ
の
し
わ
や
よ
じ
れ
が
な
い

よ
う
に
、床
や
お
風
呂
・
ト
イ
レ
な
ど
傷

が
つ
か
な
い
よ
う
に
丁
寧
に〝
新
築
し
た

て
の
自
分
の
家
〞と
思
い
な
が
ら
お
掃
除

し
て
い
ま
す
」

　

思
い
を
馳
せ
て

　
「
こ
こ
は
若
い
人
が
住
む
の
だ
ろ
う

な
?
こ
の
家
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
の

を
中
心
と
す
る
日
常
生
活
必
需
品
を
入

れ
た
箱
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
込
む
作
業
を
。

夕
方
五
時
か
ら
七
時
は
、配
達
か
ら

返
っ
て
き
た
空
箱
の
片
づ
け
作
業
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
」

　

丁
寧
か
つ
、ス
ピ
ー
デ
ィ
な
作
業
を

　
「
組
合
員
さ
ん
の
大
切
な
商
品
な
の

で
、積
込
み
時
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

気
を
付
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。商
品

の
箱
が
倒
れ
な
い
よ
う
、間
違
い
の
な

い
よ
う
順
番
通
り
に
積
む
。夕
方
の
空

箱
の
片
づ
け
で
は
、風
の
強
い
日
な
ど

箱
が
飛
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。重
い
も

の
軽
い
も
の
、朝
夕
ど
ち
ら
も
体
力
の

い
る
大
変
な
仕
事
で
す
。シ
ル
バ
ー
会

員
さ
ん
は
と
て
も
頑
張
っ
て
く
れ
ず
い

ぶ
ん
助
か
っ
て
い
ま
す
。以
前
、外
の
木

を
切
っ
て
も
ら
う
な
ど
依
頼
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、今
後
も
何
か
あ
れ

ば
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

地
域
生
活
に
密
着
し
た
活
気
あ
る
仕

事
場
、こ
こ
で
も
シ
ル
バ
ー
会
員
の
力

が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

〝
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、万
人
は

一
人
の
た
め
に
・
平
和
と
よ
り
良
い
生

活
の
た
め
に
〞
を
理
念
に
掲
げ
、食
の

安
全
を
求
め
る
運
動
等
の
活
動
を
始
め

て
六
十
年
に
な
る
コ
ー
プ
お
お
い
た
様
。

こ
こ
の
宅
配
事
業
本
部
で
現
在
十
二
人

の
シ
ル
バ
ー
会
員
さ
ん
が
就
労
し
て
い

ま
す
。セ
ン
タ
ー
長
の
股
尾
様
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
の
業
務
内
容
は

　
「
以
前
自
分
た
ち
で
し
て
い
た
仕
事

を
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

朝
六
時
か
ら
八
時
は
、生
鮮
食
料
品

生活協同組合
コープ大分宅配事業本部
二目川センター長

スウェーデンハウス
パークプレイス大分公園通り

宿泊体験館にて

股尾 弘一様
職場のみな様とご一緒に!

田口 富子さん
（明治Ａ班）

16台のトラックが
スタンバイ!

夜中に届いた商品が大
きな倉庫にいっぱい!

重い商品をすごいス
ピードで詰め込みます

配達から返ってきた
空箱の片づけです

ヨイショ！
20キロの芝も
何のその！

元気に育てと…

「大銀ドーム芝貼り」のお仕事にも
行っています！

ここでは31人の仲間と一緒に仕事を
しました。「シルバー会員さんの仕事は
とても丁寧です」と嬉しい褒め言葉を

いただきました。
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校
舎
の
見
回
り
と

　
　
　
　
戸
締
ま
り

衛
藤 

勝
行（
判
田
東
班
） 

中
城 

正
士（
寒
田
Ａ
班
） 

田
上 

幸
也（
敷
戸
Ａ
班
）

草
取
り
稼
業
に

生
き
が
い
み
ぃ
つ
け
た
！

私
と
プ
ー
ル
管
理

め
ら
れ
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
、
私
な

り
に
満
足
す
る
。
何
年
か
経
ち
大
分
大

学
の
プ
ー
ル
管
理
業
務
を
担
当
の
方
よ

り
家
も
近
く
通
勤
な
ど
の
便
利
、
肉
体

的
に
も
軽
度
な
事
等
を
加
味
し
す
す
め

ら
れ
迷
わ
ず
承
諾
す
る
。

　

二
人
で
交
替
制
で
勤
務
、
早
い
も
の

で
何
ら
問
題
も
な
く
十
年
経
過
す
る
。

三
年
前
相
手
方
の
人
が
急
逝
す
る
と
い

う
思
い
も
か
け
な
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が

あ
り
一
年
ば
か
り
一
人
で
業
務
を
こ
な

し
て
い
た
が
、
去
年
頃
か
ら
若
い
方
が

来
ら
れ
、
現
在
は
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
て

い
る
。
担
当
の
先
生
も
五
人
目
と
な
り

そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
業
務
を
こ
な
し
て
い

る
。
昼
休
み
に
利
用
さ
れ
る
先
生
方
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
シ
ル

バ
ー
会
員
と
し
て
の
自
覚
を
重
じ
、
先

ず
仕
事
柄
安
全
第
一
、
先
生
方
生
徒
達

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
思

う
。

　

草
取
り
は
、
所
謂
三
Ｋ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
一
人
親
方
の
気
楽
さ
・
作
業

終
了
後
の
爽
快
感
・
発
注
者
の
有
難
う

の
笑
顔
に
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。
家
内

か
ら
も
「
天
職
や
な
ぁ
！
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
収
入
全
て
を
丸
々
小
遣
い

に
使
わ
れ
る
楽
し
み
も
い
い
も
ん
で

す
。

　

新
年
も
、
健
康
と
小
遣
い
と
日
本
一

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
「
誠

実
・
丁
寧
・
迅
速
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

草
取
り
稼
業
に
精
を
出
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

勤
め
た
会
社
を
六
十
八
歳
で
退
職

し
、
家
で
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
た
時
知
人

の
す
す
め
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
存
在
を
知
り
、
早
速
申
込
み
会
員
と

な
る
。
若
い
時
か
ら
字
を
書
く
事
に
は

多
少
の
自
信
が
あ
り
、
担
当
の
係
の
方

に
伝
え
筆
耕
業
務
関
係
の
仕
事
を
希
望

す
る
。
書
道
教
室
へ
の
参
加
を
す
す
め

ら
れ
指
導
を
受
け
る
。

　

会
社
関
係
の
宛
名
書
の
仕
事
も
す
す

湧
い
て
き
た
。

　

九
月
に
な
っ
て
交
代
者
が
出
来
て
一

週
間
交
代
に
な
っ
た
が
、
我
々
に
し
か

で
き
な
い
業
務
と
い
う
自
負
を
持
っ
て

励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
冬
場
の
寒
さ
に

も
打
ち
勝
っ
て
行
こ
う
と
思
う
。

　

四
十
二
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

が
終
わ
り
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら

待
望
の
毎
日
が
日
曜
日
に
・
・
・
・

二
ヶ
月
で
日
々
の
充
実
感
が
な
く
な

り
、
同
年
六
月
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

　

得
意
の
草
刈
り
（
講
習
必
須
）
は
タ

イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
野

菜
梱
包
パ
ー
ト
に
勤
務
し
、
慣
れ
な
い

仕
事
で
疲
労
が
重
な
り
半
年
で
辞
め

て
、
年
明
け
早
々
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に

仕
事
探
し
に
行
き
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
、
平
成
二
十
五
年
四
月
か

ら
自
動
車
洗
車
週
一
回
と
、
事
務
局
だ

よ
り
の
草
取
り
作
業
に
応
募
し
て
、
五

月
か
ら
三
十
軒
余
の
草
取
り
に
従
事
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
大
分
南
高
校
の
見
回
り
戸
締
り
」

を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
「
朝
一
時

間
、
夕
方
三
時
間
、
計
四
時
間
。
時
給

は
安
い
が
簡
単
な
業
務
」
と
聞
い
て
お

受
け
し
た
が
実
際
は
ハ
ー
ド
な
業
務
。

　

三
階
管
理
棟
と
四
階
教
室
棟
が
四

棟
、
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
渡
り
廊
下
と
を

隈
な
く
見
て
回
り
、
各
教
室
、
会
議

室
、
廊
下
、
ト
イ
レ
の
異
常
の
有
無
、

全
て
の
窓
の
閉
め
忘
れ
や
ロ
ッ
ク
忘
れ

の
チ
ェ
ッ
ク
、
施
錠
。
部
活
や
学
習
で

生
徒
が
残
っ
て
い
る
所
は
下
校
後
再
度

見
回
る
。
一
通
り
見
回
る
の
に
九
十
分

は
歩
く
。
汗
だ
く
の
ク
タ
ク
タ
だ
。
交

代
予
定
者
の
実
務
体
験
時
点
で
の
辞
退

が
相
次
ぎ
、
六
月
か
ら
八
月
の
猛
暑
の

期
間
を
一
人
で
乗
り
切
り
、
六
時
起
床

二
十
二
時
就
寝
の
リ
ズ
ム
も
身
に
つ
い

た
。
学
習
や
部
活
、
生
徒
会
活
動
等
に

真
剣
に
取
組
む
生
徒
達
の
姿
に
愛
着
も

就
業
体
験
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川
　
柳

俳
　
句

短
　
歌

掲示板
俳句・川柳・手芸・趣味等
募集しています。

　

来
年
の
桜
も
見
れ
る
か
し
ら
？

　

月
日
は
め
ぐ
り
、
又
私
の
一
番
好

き
な
桜
の
季
節
が
来
ま
し
た
。

　

で
も
一
緒
に
見
た
い
あ
・
な
・

た
・
は
い
な
い
。

　

紅
葉
の
季
節
が
来
ま
し
た
。
で
も

あ
な
た
は
い
な
い
。

　

若
い
日
々
の
瑞
々
し
い
気
持
は
少

し
も
変
わ
っ
て
な
い
け
ど
、
腰
は
痛

い
、
膝
は
痛
い
、
し
わ
は
で
き
た
。

　

で
も
あ
な
た
を
想
う
こ
の
心
は
昔

の
ま
ん
ま
で
す
。

　

も
う
一
度
い
っ
し
ょ
に
見
た
い
ナ
〜

桜
や
も
み
じ
を
！！

　

夢
の
中
で
も　

雲
の
上
で
も

丸
山 

逸
子（
滝
尾
Ｃ
班
）

　

大
分
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
と
も
な
る
、高
崎
山

自
然
動
物
園
の
主
人
公
、Ｃ
郡
の
ボ
ス
猿「
ベ

ン
ツ
」で
あ
る
。生
死
不
明
の
ま
ま
、亡
き
も

の
と
告
知
さ
れ
、「
お
別
れ
会
に
」県
内
外
か

ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
ベ
ン
ツ
を
偲
び
訪
れ
た
。

「
ベ
ン
ツ
」の
生
涯
を
レ
ポ
ー
ト
に
と
、女
性
ス

タ
ッ
フ
二
名
は
、雨
が
雪
に
変
わ
り
、寒
風
吹

き
す
さ
ぶ
寒
さ
も
も
の
と
も
せ
ず
、取
材
を

続
け
て
き
た
。こ
の「
ベ
ン
ツ
」は
、生
涯
語
り

愛
さ
れ
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。少
々
彼

が
羨
や
ま
し
く
も
、今
号
表
紙
の
フ
ォ
ト
題

材
探
し
に
と
、人
間
社
会
の
現
実
に
戻
る
。

　

又
し
て
も
、先
の
女
性
パ
ワ
ー
の
撮
っ
た
一

枚
の
写
真
。心
和
み
癒
さ
れ
た
。コ
メ
ン
ト
に

「
大
野
川
河
口
の
煙
は
く
臨
界
工
業
地
帯
の

対
岸
を
走
る
な
か
、小
さ
な
砂
浜
で
春
の
日

差
し
を
一
杯
に
受
け
て
遊
ぶ
母
と
子
の
微
笑

ま
し
い
姿
に
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
」

と
あ
る
。

緊
張
し　

初
仕
事
場
へ

　

向
か
い
お
り　

時
間
枠
内

　
　
　
　
　

如
何
に
為
し
か
と

　

城
井 

俊
子（
明
治
Ｇ
班
）

会
員
が

　
　

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

創
り
出
す

　

原
田 

博
文（
城
南
班
）

駄
々
を
こ
ね

　
　

後
期
終
期
と

　
　
　
　
　
　
　

遺
り
返
す

　

加
藤 

明（
中
島
Ｂ
班
）

胃
カ
メ
ラ
で

　
　

決
し
て
見
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　

腹
黒
さ

　

渡
辺 

佳
津
子（
鶴
崎
Ｂ
班
）

極
楽
の

　
　

再
拝
、合
掌

　
　
　
　
　

花
は
ち
す

　

原
田 

博
文（
城
南
班
）

子
や
孫
の

　
　

笑
み
を
思
わ
す

　
　
　
　
　

仏
顔

　

※
義
兄
の
葬
儀
に
接
し　

　

竹
内 

一
光（
別
保
Ｂ
班
）

あ
ぜ
道
小
道
で　

野
の
花
摘
ん
で

ム
シ
ロ
を
し
い
て　

お
ま
ま
ご
と

可
愛
い
子
ど
も
の　

お
母
さ
ん

「
あ
が
ら
ん
せ
ぇ
」
と
お
出
迎
え

板
切
れ
ま
な
板　

石
包
丁

お
花
の
野
菜
を　

ト
ン
ト
ン
ト
ン

竹
に
は
さ
ん
だ　

貝
杓
子

葉
っ
ぱ
の
お
皿
に　

花
の
寿
司

小
枝
で
つ
く
っ
た　

お
箸
を
添
え
て

「
ま
ぁ　

食
べ
ち
ょ
く
れ
」
と

　
　
　

お
も
て
な
し

ま
ま
ご
と
遊
び

本
田 
道
子（
松
岡
班
）

ポ
エム

年
を
取
る
�
て
こ
と
？

き

い

お
上
が
り
く
だ
さ
いお

食
べ
く
だ
さ
い
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治
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